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川崎区社会福祉協議会では、川崎市の新しい地域福祉の
仕組みづくり【地域包括ケアシステム】に協力して、自助（一
人ひとりの取組）と互助（近隣住民やボランティア団体等
の助け合い）の推進に取り組んでいます。
自助の取り組みとしては、老人福祉・地域交流センター
やいこいの家で教養講座の開催や、健康の日での血圧測定

と、体力測定会など自身の健康を再確認し、生きがいを持っ
て元気に過ごせるような事業を企画しています。
互助の取り組みでは、地域福祉に関心を寄せ、お互いに
助け合える地域づくりを目指し、ボランティア養成講座や、
福祉紹介と交流の場として川崎区社協福祉まつりを開催し
ています。
また、地区社会福祉協議会ごとに福祉懇談会を開催し、「住
みよい町」や「災害時に向け平時からのつながりを持つ町」
等をテーマに、住民目線で地域福祉のあり方について話し
合い、活動実践の支援をしています。

川崎区社会福祉協議会の
地域包括ケアシステムの取組み

　平成28年11月26日（土）川崎市教育文化会館にて平成28年度「川崎
区社協福祉まつり」が開催されました。
　当日は天候にも恵まれ、1,370名のご参加をいただきました。今年は法人
設立20周年を記念して大ホールでの開会式（オープニングコンサート）、社
会福祉大会（地域福祉活動に貢献した方へ表彰状・感謝状を贈呈）、かわさき
マルシェ（福祉作業所の自主製品販売・社会貢献企業の出店など）、ふれあい

エリア（福祉活動紹介・体験）、ステージ（保
育園児や太鼓などの一芸披露）、親子で楽しむ
ゆかいなコンサート（体操編）、親子でベビー
ヨガなど、様々な企画が催されました。

平成28年度

川崎区社協福祉まつり
開催報告 JFEスチール株式会社京浜吹奏楽部によるオープニングコンサート

様々な地域の福祉活
動に “ふれあいエリ

ア ”

親子で楽しむゆかいなコンサート（体操編）

みんなで一緒に
“作って遊ぼうコー

ナー ”

皆様のご協力のもと
で

　今年度も盛大に
　　開催することが

できました！
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ご賛同いただいた賛助会費額
（平成 28年 11月 30日現在）7,685,050円

今年度も、社会福祉協議会が行う事業や福祉活動に対し多くの区民の皆様から、ご
協力・ご賛同をいただきました。深く感謝申し上げます。

なお、ご協力いただきました賛助会費の約 7 割は各地区社会福祉協議会による福祉
事業（広報紙の発行、講演会の開催、高齢者ミニデイサービス事業、高齢者の会食会
等）に、約 3 割は区社会福祉協議会による福祉事業（区社協組織運営、車イス等福祉
用具貸出、区社協広報紙「ウェーブ」の発行など）に活用させていただきます。

賛助会員
募集結果の
報告

　今年度も、多くのご協力をいただき、10 月 1 日より共同募金運動を実施いたしました。
　皆様からお寄せいただいた寄付金は、神奈川県内および川崎区内の地域福祉活動のた
めに大切に使わせていただき
ます。地域の皆様のあたたか
いお気持ちに深く感謝申し上
げます。

共同募金運動に
あたたかいご協力ありがとうございました！

募金種類 赤い羽根募金実績額 年末たすけあい募金実績額
戸別募金 12,817,291円 5,106,991円
法人募金 1,527,450円
街頭募金 1,085,305円 0円
校内募金 31,076円
職域募金 568,886円 0円

イベント募金 18,027円 0円
その他の募金 120,464円 0円

合　　計 16,168,499円 5,106,991円
平成28年

11月30日現在

川崎区内の駅・商店街等で
街頭募金を行いました！

地域福祉活動助成金
川崎区内を活動拠点とし、地
域福祉活動を行う民間の自主
的な団体。
43 団体　2,544,000 円

昨 年度皆様からお寄せいただいた「年末たすけあい募金」
の一部を川崎区内で地域福祉活動を行う団体に助成

金として配分させていただきました。
みなさまのあたたかいご支援、ありがとうございました。

● 助成金配分団体の活動紹介

川崎区障害者スポーツ交流会
　川崎区内で活動している身体障害者団体が集まり、年 3 回参加
団体の会員や利用者が参加できる、スポーツ大会を開催している
団体です。9月30日（金）にボッ
チャをメインとしたスポーツ
交流会が開催されました。
　ボッチャとはヨーロッパで
生まれた、障害の有無に関わ
らず楽しめるスポーツです。　
リオパラリンピックで日本代
表が銀メダルを取ったことで
も話題になりました。

チームで協力しながら、頭脳戦が
繰り広げられていました。

日　時：平成 29 年 2 月 8 日（水）
　　　　10：00 ～ 12：30（予定）
場　所：川崎区本町 1 － 1 － 1
　　　　母子育成会愛育会館黎明　7 階地域交流室

内　容：講義・実践
定　員：20 名（先着順）
持ち物：コーヒーカップ
参加費：500 円（当日集金）
申込・問合せ：
※ 詳細は区社協まで 

お問合せください。
　電話 044-246-5500
　FAX 044-211-8741
　川崎区社会福祉協議会／
　地域課
申込期間：1 月 10 日
 　～ 1 月 31 日

川崎区子育てグループ助成金
川崎区内を活動拠点とし、自
主的な活動を行う親子で構成
された子育て団体。
18 団体　450,000 円

「ちょこボラ！」
～カフェボランティア養成講座～
学んだことをちょこっとボランティアに活かす、「ちょこボラ！」
おいしいコーヒーの淹れ方を学び、学んだことを活かして楽し
くボランティアをしましょう♪ボランティアが始めての方も、
コーヒーが好きな方も、ぜひご参加ください！

はじめのいっぽ
始めてみませんか？

母子育成会
愛育会館黎明

［平成29年 1月］ ウェーブ　第98号 (2)

大
島
地
区
社
協
。
民
児
協
、
賛
助

会
員
の
皆
さ
ん
に
大
変
お
世
話

に
な
り
活
動
が
出
来
ま
す
事
に
心
か
ら

感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
大
き
な
災
害
時
に
も
要
援
護
者
を
助

け
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
れ
に

は
、お
互
い
に
心
の
通
じ
合
う
良
き
仲

間
と
し
て
一
緒
に
活
動
を
し
て
、手
助

け
を
し
た
り
、助
け
合
い
の
気
持
ち
が

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。今
、社
会
状
況

が
変
化
し
て
お
り
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
が

新
し
い
住
宅

を
購
入
し
夫

婦
共
働
き
が

多
く
、遊
ん
で

い
る
人
は
い

ま
せ
ん
。母
親

ク
ラ
ブ
や
子

供
会
の
人
達

は
、生
活
が
第

一
で
町
内
会

役
員
も
若
い

人
が
い
ま
せ
ん
。い
か
に
多
勢
の
人
達

に
役
員
に
な
っ
て
頂
く
か
…
そ
れ
は
、

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、野

球
、ソ
フ
ト
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
等
は
九
人

か
ら
十
人
い
な
い
と
出
来
ま
せ
ん
。私

も
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、昔
か
ら
町
お

こ
し
を
や
っ
て
来
ま
し
た
。い
ざ
と
云

う
時
、チ
ー
ム
の
人
達
に
声
掛
け
し
人

員
を
集
め
て
い
ま
す
。す
ぐ
に
手
伝
い

が
出
来
る
、川
崎
区
民
会
議
の
時
も
、ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
町
お
こ
し
や
ろ
う
と

云
う
事
で
、カ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
は
じ
め

ま
し
た
。い
ま
い
ろ
い
ろ
な
会
で
活
用

し
て
お
り
ま
す
。大
島
地
区
社
協
で
も

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、各

町
内
会
、理
事
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

一
人
暮
し
の
具
合
の
悪
い
人
を
早
く
見

つ
け
る
よ
う
、新
聞
や
集
金
時
、電
気
が

点
い
て
い
な
い
、ポ
ス
ト
に
新
聞
が
た

ま
っ
て
い
る
時
な
ど
民
生
委
員
と
連
絡

を
取
る
事
が
必
要
で
す
。共
に
助
け
支

え
合
う
心
で
、一
人
一
人
が
元
気
に
な

れ
る
よ
う
、見
守
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

広
報
部
会
は
、
現
在
小
田
一
丁

目
の
会
田
部
長
を
は
じ
め
と

し
て
、
九
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
、
年
二
回
発
行
す

る
広
報
紙
「
社
協
わ
た
り
だ
（
春

季
号
と
秋
季
号
）」
で
す
。
秋
季
号

に
は
、
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
間

に
行
わ
れ
た
青
少
年
部
会
の
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
と
野
球
大
会
、
乳
幼

児
福
祉
部
会
の
連
合
若
竹
会
お
た

の
し
み
会
、
親
子
体
操
や
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
な
ど
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。
今
年
の
秋
季
号
は
、

第
三
十
三
号
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
次
に
発
行
予
定
の
春
季
号

（
第
三
十
四
号
）
は
、
十
月
か
ら
三

月
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
る
行
事
を

対
象
に
発
行
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
つ
い
て
の

取
材
や
原
稿
依
頼
を
行
い
、
発
行

し
て
い
ま
す
。
部
数
は
各
号
と
も

に
二
千
五
百
部
作
成
し
、
配
布
先

と
し
て
は
賛
助
会
員
を
は
じ
め
各

町
内
会
、
地
区
内
の
中
学
校
・
小

学
校
渡
田
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

対
象
に
社
協
の
活
動
を
周
知
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
部
員
一
同
、
よ
り

良
い
広
報
紙
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大島地区社協

スポーツを通して
共に助け合う仲間

渡田地区社協

　広報部会　副部長　秋元　晴代

広報部会の
取り組み

会長　藍原　晃
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イベント募金 18,027円 0円
その他の募金 120,464円 0円
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11月30日現在
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交流会が開催されました。
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生まれた、障害の有無に関わ
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リオパラリンピックで日本代
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勢
の
人
達

に
役
員
に
な
っ
て
頂
く
か
…
そ
れ
は
、

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、野

球
、ソ
フ
ト
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
等
は
九
人

か
ら
十
人
い
な
い
と
出
来
ま
せ
ん
。私

も
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、昔
か
ら
町
お

こ
し
を
や
っ
て
来
ま
し
た
。い
ざ
と
云

う
時
、チ
ー
ム
の
人
達
に
声
掛
け
し
人

員
を
集
め
て
い
ま
す
。す
ぐ
に
手
伝
い

が
出
来
る
、川
崎
区
民
会
議
の
時
も
、ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
町
お
こ
し
や
ろ
う
と

云
う
事
で
、カ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
は
じ
め

ま
し
た
。い
ま
い
ろ
い
ろ
な
会
で
活
用

し
て
お
り
ま
す
。大
島
地
区
社
協
で
も

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、各

町
内
会
、理
事
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

一
人
暮
し
の
具
合
の
悪
い
人
を
早
く
見

つ
け
る
よ
う
、新
聞
や
集
金
時
、電
気
が

点
い
て
い
な
い
、ポ
ス
ト
に
新
聞
が
た

ま
っ
て
い
る
時
な
ど
民
生
委
員
と
連
絡

を
取
る
事
が
必
要
で
す
。共
に
助
け
支

え
合
う
心
で
、一
人
一
人
が
元
気
に
な

れ
る
よ
う
、見
守
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

広
報
部
会
は
、
現
在
小
田
一
丁

目
の
会
田
部
長
を
は
じ
め
と

し
て
、
九
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
、
年
二
回
発
行
す

る
広
報
紙
「
社
協
わ
た
り
だ
（
春

季
号
と
秋
季
号
）」
で
す
。
秋
季
号

に
は
、
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
間

に
行
わ
れ
た
青
少
年
部
会
の
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
と
野
球
大
会
、
乳
幼

児
福
祉
部
会
の
連
合
若
竹
会
お
た

の
し
み
会
、
親
子
体
操
や
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
な
ど
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。
今
年
の
秋
季
号
は
、

第
三
十
三
号
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
次
に
発
行
予
定
の
春
季
号

（
第
三
十
四
号
）
は
、
十
月
か
ら
三

月
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
る
行
事
を

対
象
に
発
行
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
つ
い
て
の

取
材
や
原
稿
依
頼
を
行
い
、
発
行

し
て
い
ま
す
。
部
数
は
各
号
と
も

に
二
千
五
百
部
作
成
し
、
配
布
先

と
し
て
は
賛
助
会
員
を
は
じ
め
各

町
内
会
、
地
区
内
の
中
学
校
・
小

学
校
渡
田
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

対
象
に
社
協
の
活
動
を
周
知
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
部
員
一
同
、
よ
り

良
い
広
報
紙
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大島地区社協

スポーツを通して
共に助け合う仲間

渡田地区社協

　広報部会　副部長　秋元　晴代

広報部会の
取り組み

会長　藍原　晃

(3)
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田島地区社協

東
とう
鋼
こう
姫
ひめ
鼓
こ
　責任者　萩岡　久男

あゆみ

我
が
町
、
浅
田
一
・
二

丁
目
町
内
会
は
、
高

齢
者
人
口
が
増
加
し
、
平

成
十
年
に
五
九
三
名
、
平

成
二
十
五
年
に
九
五
二
名

と
十
五
年
間
で
一
・
六
倍
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
と
共

に
、
認
知
症
の

方
々
も
増
加
傾

向
で
す
。
認
知

症
は
、
適
切
な

対
応
を
取
る
こ

と
で
、
進
行
を

遅
ら
せ
た
り
、

防
い
だ
り
す
る

こ
と
が
出
来
る

と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。実
際
に
、

認
知
症
予
備
軍
と
い
わ
れ
る
方
々
が
何
も
し
な

い
で
い
る
と
五
年
後
に
は
、
半
数
の
方
々
が
認

知
症
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
我
が
町
内
会
で
は
、
ど
の
よ
う
に
「
認
知
症

予
防
」
を
す
る
か
を
、
田
島
地
区
健
康
福
祉
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
地
区
担
当
の
保
健
師
さ
ん
・
京
町

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
介
護
支
援
専
門
員
さ

ん
と
話
し
合
い
、
次
の
日
程
に
て
「
認
知
症
予

防
講
座
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
毎

月
第
四
木
曜
日
十
時
～
十
一
時
三
十
分
（
五
・

十
二
・
三
月
は
、
休
み
）
七
・
八
月
は

子
供
会
の
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
（
七
時
）

と
共
に
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
幸
い
に
も
町
内
会
に
は
指

導
者
が
い
て
、
色
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
健

康
体
操
（
ス
ト
レ
ッ
チ
・
手
遊
び
・

リ
ズ
ム
体
操
）・
懐
か
し
い
思
い
出
の

歌
に
合
わ
せ
て
の
体
の
動
き
、
カ
ス

タ
ネ
ッ
ト
叩
き
・
ゲ
ー
ム
遊
び
等
々
。

と
き
に
は
、
詩
の
朗
読
を
し
た
り
、

歴
史
上
の
人
物
の
逸
話
を
聞
い
た
り

し
て
い
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
、
取
り
組
み
を
始
め
て
二
年
に

な
り
ま
す
が
、
毎
回
三
十
名
前
後
の
参
加
を
得

て
い
ま
す
。
最
初
は
、
ど
の
よ
う
に
呼
び
か
け

る
か
心
配
で
し
た
が
、
回
覧
・
掲
示
板
・
口
こ

み
で
予
想
以
上
の
結
果
を
出
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
こ
れ
も
、
町
内
会
役
員
及
び
会
員
の
努

力
の
結
果
と
感
謝
す
る
し
だ
い
で
す
。

　
参
加
さ
れ
る
方
々
の
顔
と
名
前
が
わ
か
り
、

地
域
の
輪
を
広
げ
認
知
症
の
進
行
を
遅
ら
せ
、

高
齢
者
も
元
気
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
明
る
い

町
内
会
に
し
て
行
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

私
達
は
、
東
鋼
親
和
会
の
子
供
会

に
所
属
す
る
小
学
生
の
女
の
子

が
中
心
の
東
鋼
姫
鼓
と
言
い
ま
す
。
発

足
当
時
は
募
集
し
て
も
集
ま
ら
ず
、
子

供
会
役
員
の
子
供
を
強
制
的
に
参
加
さ

せ
、
盆
太
鼓
の
練
習
を
公
園
で
蚊
に
刺

さ
れ
な
が
ら
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
で
練
習

し
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
が
、
今
で
は

姫
鼓
の
演
奏
を
見
た
子
供
が
入
会
を
申

し
込
ん
で
く
れ
ま
す
。

　
福
祉
施
設
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を

し
て
、
地
域
の
祭
り
事
、
川
崎
市
の
イ

ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
、
箱
根
駅
伝
の
応
援
太
鼓
に
始
ま
り

年
間
二
十
回
前
後
の
演
奏
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　
入
会
し
て
バ
チ
の
握
り
方
も
解
ら
な

い
子
供
達
が
練
習
を
重
ね
て
、
見
て
い

る
人
に
喜
び
と
感
動
を
与
え
ら
れ
た
時

は
、
会
場
を
後
に
す
る
時
子
供
達
も
大

き
な
幸
せ
を
頂
き
ま
す
。
練
習
を
通
し

て
協
調
性
を
学
び
演
奏
を
通
し
て
達
成

感
を
学
ぶ
東
鋼
姫
鼓
で
あ
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
練
習
場
所
は
渡
田
小
学
校
の
体
育
館

を
お
借
り
し
て
、
日
曜
日
午
後
三
時
か

ら
六
時
迄
演
奏
活
動
の
無
い
時
に
行

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
練
習
を

重
ね
て
、
多
く
の
演
奏
依
頼
を
頂
け
る

様
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

みんなで取り組もう
認知症予防

理事・総務　田代　政弘

小田地区社協

［平成29年 1月］ ウェーブ　第98号 (4)

中央第一地区社協

理事　稗田　洋子

社協婦人部の
活動

中央第二地区社協

副会長　藤岡　健祐

第二社協新体制が
動き出しました

私
が
所
属
し
て
お
り
ま
す
中
央
第

一
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

十
六
町
会
と
い
う
大
所
帯
で
構
成
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
駅
に
近
い
町
会
と
国
道
十
五
号
線
の

向
こ
う
に
あ
る
町
会
と
で
は
、
住
宅
の

数
や
行
事
の
お
手
伝
い
を
し
て
下
さ
る

人
の
数
に
も
地
域
差
を
感
じ
る
社
協
で

す
。

　
最
近
で
は
マ
ン
シ
ョン
が
増
え
て
、
マ
ン

シ
ョン
住
民
の
町
内
会
へ
の
参
加
が
少
な

く
、
各
町
内
の
皆
さ
ん
は
苦
労
さ
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
私
が
社
協
の
行
事
に
初
め
て
参
加
、

活
動
し
た
の
は
赤
い
羽
根
街
頭
募
金
で

し
た
。
十
月
な
の
に
、
と
て
も
寒
い
日

で
風
邪
を
引
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
又
、
老
人
会
食
会
も
今
で
は
Ａ
班
Ｂ

班
と
二
つ
の
班
に
別
か
れ
て
、
場
所
も

二
ヶ
所
、
そ
れ
ぞ
れ
に
年
四
回
、
合
同

で
年
三
回
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

当
時
は
十
六
町
会
全
部
一緒
で
し
た
。

　
初
め
て
お
手
伝
い
し
た
時
は
、
利
用

者
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
多
人
数
の
為
、
圧

倒
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
時
代
の
流
れ
で
廃
止
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、一年
お
き
に
実
施

し
て
い
た
バ
ザ
ー
で
す
が
、
こ
れ
が
又
何

日
も
前
か
ら
各
町
会
で
の
物
品
収
集
や

値
段
付
け
に
頭
を
悩
ま
せ
た
り
と
、
準

備
が
と
て
も
大
変
で
、
当
日
も
目
が
回

る
程
の
忙
し
さ
で
し
た
。
今
で
は
懐
か

し
く
思
え
る
行
事
の一つ
で
す
。

　
現
在
は
、
社
協
婦
人
部
行
事
の
中

で
多
く
を
占
め
て
い
る
老
人
会
食
会
で

す
が
、
料
理
を
作
る
の
に
十
分
な
設
備

や
利
用
者
を
収
容
で
き
る
場
所
の
減
少

や
、
活
動
の
担
い
手
の
老
齢
化
な
ど
、

問
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
色
々
の
問
題
が
有
る
中
で
す
が
、
利

用
者
の
方
々
に
は
楽
し
く
会
食
会
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
皆
さ
ん
の
知

恵
を
出
し
合
っ
て
、
一気
に
解
決
し
よ
う

と
は
せ
ず
に
、
会
食
会
の
問
題
に
限
ら

ず
少
し
ず
つ
活
動
の
輪
を
広
げ
て
行
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

八
月
三
十
一
日
に

第
一
回
役
員
会

を
開
催
し
第
二
社
協
の

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
ま
し
た
。

賛
助
会
費
が
減
っ
て
き

た
事
も
あ
り
、
も
っ
と

社
協
を
知
っ
て
頂
く
必

要
が
あ
る
と
の
意
見
で

一
致
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｒ
の
一
つ
と
し
て
機
関
紙
の

「
き
ず
な
」
の
体
裁
を
刷
新
す
る
と
共
に
、
記
事

の
中
に
分
か
り
易
く
第
二
社
協
の
活
動
状
況
を

入
れ
る
事
に
し
ま
し
た
。
私
達
は
社
協
の
活
動

を
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
一
般
の
方
々

は
社
協
の
活
動
を
知
ら
な
い
人
が
殆
ど
で
す
。

そ
れ
が
賛
助
会
費
減
に
表
れ
て
い
る
訳
で
す
。

機
関
紙
で
、
も
っ
と
分
か
り
易
く
説
明
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
ウ
ェ
ー
ブ
」
で
の
記

事
も
そ
の
一
環
で
す
。
山
田
新
会
長
以
下
役
員

全
員
が
一
つ
に
な
っ
て
動
き
出
し
ま
し
た
。

　
先
日
六
月
二
十
八
日
に
「
第
六
十
六
回
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
を
川
崎
小
学
校
で
開
催

し
ま
し
た
。
約

三
百
名
の
方
が
参

加
し
て
体
育
館
が

一
杯
に
な
り
ま
し

た
。
第
二
部
で
は

神
奈
川
県
警
音
楽

隊
の
演
奏
や
女
性

警
察
官
の
演
技
を

楽
し
み
ま
し
た
。

写
真
を
載
せ
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
下

さ
い
。

　
役
員
会
で
「
地
域
福
祉
懇
談
会
」
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
更
に
検
討
を
加
え
な
が
ら
実

現
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
第
二
社
協
は
皆
様
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
に
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
八
年
の
第
二
社
協
の
事
業
内
容
で
す
。
　

一
月
　
広
報
部
　
広
報
紙
「
き
ず
な
六
二
号
」
発
行

二
月
　
福
祉
部
　「
箱
根
恵
明
学
園
」
を
研
修
訪
門

三
月
　
老
人
部
　
春
の
バ
ス
旅
行
（
静
岡
県
）

三
月
　
婦
人
部
　
古
い
ネ
ク
タ
イ
で
ネ
ッ
ク
レ

ス
を
作
り
高
齢
者
の
集
い
に
贈
呈

五
月
　
定
期
総
会

六
月
　
第
六
六
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
開
催

七
月
　
広
報
部
　
広
報
紙
「
き
ず
な
六
三
号
」
発
行

十
月
　
婦
人
部
　
赤
い
羽
根
街
頭
募
金
活
動

十
月
　
婦
人
部
　
研
修
会「
歌
っ
て
脳
を
活
性
化
」　

十
月
　
福
祉
部
　
認
知
症
勉
強
会
開
催
　
　
　
　
　

十
月
　
老
人
部

清
掃
活
動
　
歩
け
歩
け
運
動

十
一
月
　
第
二
社
協
「
研
修
会
」
開
催

十
二
月
　
福
祉
部
　
認
知
症
の
方
々
と
の
対
面
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増
加
傾

向
で
す
。
認
知

症
は
、
適
切
な

対
応
を
取
る
こ

と
で
、
進
行
を

遅
ら
せ
た
り
、

防
い
だ
り
す
る

こ
と
が
出
来
る

と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。実
際
に
、

認
知
症
予
備
軍
と
い
わ
れ
る
方
々
が
何
も
し
な

い
で
い
る
と
五
年
後
に
は
、
半
数
の
方
々
が
認

知
症
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
我
が
町
内
会
で
は
、
ど
の
よ
う
に
「
認
知
症

予
防
」
を
す
る
か
を
、
田
島
地
区
健
康
福
祉
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
地
区
担
当
の
保
健
師
さ
ん
・
京
町

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
介
護
支
援
専
門
員
さ

ん
と
話
し
合
い
、
次
の
日
程
に
て
「
認
知
症
予

防
講
座
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
毎

月
第
四
木
曜
日
十
時
～
十
一
時
三
十
分
（
五
・

十
二
・
三
月
は
、
休
み
）
七
・
八
月
は

子
供
会
の
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
（
七
時
）

と
共
に
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
幸
い
に
も
町
内
会
に
は
指

導
者
が
い
て
、
色
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
健

康
体
操
（
ス
ト
レ
ッ
チ
・
手
遊
び
・

リ
ズ
ム
体
操
）・
懐
か
し
い
思
い
出
の

歌
に
合
わ
せ
て
の
体
の
動
き
、
カ
ス

タ
ネ
ッ
ト
叩
き
・
ゲ
ー
ム
遊
び
等
々
。

と
き
に
は
、
詩
の
朗
読
を
し
た
り
、

歴
史
上
の
人
物
の
逸
話
を
聞
い
た
り

し
て
い
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
、
取
り
組
み
を
始
め
て
二
年
に

な
り
ま
す
が
、
毎
回
三
十
名
前
後
の
参
加
を
得

て
い
ま
す
。
最
初
は
、
ど
の
よ
う
に
呼
び
か
け

る
か
心
配
で
し
た
が
、
回
覧
・
掲
示
板
・
口
こ

み
で
予
想
以
上
の
結
果
を
出
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
こ
れ
も
、
町
内
会
役
員
及
び
会
員
の
努

力
の
結
果
と
感
謝
す
る
し
だ
い
で
す
。

　
参
加
さ
れ
る
方
々
の
顔
と
名
前
が
わ
か
り
、

地
域
の
輪
を
広
げ
認
知
症
の
進
行
を
遅
ら
せ
、

高
齢
者
も
元
気
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
明
る
い

町
内
会
に
し
て
行
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

私
達
は
、
東
鋼
親
和
会
の
子
供
会

に
所
属
す
る
小
学
生
の
女
の
子

が
中
心
の
東
鋼
姫
鼓
と
言
い
ま
す
。
発

足
当
時
は
募
集
し
て
も
集
ま
ら
ず
、
子

供
会
役
員
の
子
供
を
強
制
的
に
参
加
さ

せ
、
盆
太
鼓
の
練
習
を
公
園
で
蚊
に
刺

さ
れ
な
が
ら
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
で
練
習

し
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
が
、
今
で
は

姫
鼓
の
演
奏
を
見
た
子
供
が
入
会
を
申

し
込
ん
で
く
れ
ま
す
。

　
福
祉
施
設
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を

し
て
、
地
域
の
祭
り
事
、
川
崎
市
の
イ

ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
、
箱
根
駅
伝
の
応
援
太
鼓
に
始
ま
り

年
間
二
十
回
前
後
の
演
奏
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　
入
会
し
て
バ
チ
の
握
り
方
も
解
ら
な

い
子
供
達
が
練
習
を
重
ね
て
、
見
て
い

る
人
に
喜
び
と
感
動
を
与
え
ら
れ
た
時

は
、
会
場
を
後
に
す
る
時
子
供
達
も
大

き
な
幸
せ
を
頂
き
ま
す
。
練
習
を
通
し

て
協
調
性
を
学
び
演
奏
を
通
し
て
達
成

感
を
学
ぶ
東
鋼
姫
鼓
で
あ
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
練
習
場
所
は
渡
田
小
学
校
の
体
育
館

を
お
借
り
し
て
、
日
曜
日
午
後
三
時
か

ら
六
時
迄
演
奏
活
動
の
無
い
時
に
行

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
練
習
を

重
ね
て
、
多
く
の
演
奏
依
頼
を
頂
け
る

様
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

みんなで取り組もう
認知症予防
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中央第一地区社協

理事　稗田　洋子

社協婦人部の
活動

中央第二地区社協

副会長　藤岡　健祐

第二社協新体制が
動き出しました

私
が
所
属
し
て
お
り
ま
す
中
央
第

一
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

十
六
町
会
と
い
う
大
所
帯
で
構
成
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
駅
に
近
い
町
会
と
国
道
十
五
号
線
の

向
こ
う
に
あ
る
町
会
と
で
は
、
住
宅
の

数
や
行
事
の
お
手
伝
い
を
し
て
下
さ
る

人
の
数
に
も
地
域
差
を
感
じ
る
社
協
で

す
。

　
最
近
で
は
マ
ン
シ
ョン
が
増
え
て
、
マ
ン

シ
ョン
住
民
の
町
内
会
へ
の
参
加
が
少
な

く
、
各
町
内
の
皆
さ
ん
は
苦
労
さ
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
私
が
社
協
の
行
事
に
初
め
て
参
加
、

活
動
し
た
の
は
赤
い
羽
根
街
頭
募
金
で

し
た
。
十
月
な
の
に
、
と
て
も
寒
い
日

で
風
邪
を
引
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
又
、
老
人
会
食
会
も
今
で
は
Ａ
班
Ｂ

班
と
二
つ
の
班
に
別
か
れ
て
、
場
所
も

二
ヶ
所
、
そ
れ
ぞ
れ
に
年
四
回
、
合
同

で
年
三
回
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

当
時
は
十
六
町
会
全
部
一緒
で
し
た
。

　
初
め
て
お
手
伝
い
し
た
時
は
、
利
用

者
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
多
人
数
の
為
、
圧

倒
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
時
代
の
流
れ
で
廃
止
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、一年
お
き
に
実
施

し
て
い
た
バ
ザ
ー
で
す
が
、
こ
れ
が
又
何

日
も
前
か
ら
各
町
会
で
の
物
品
収
集
や

値
段
付
け
に
頭
を
悩
ま
せ
た
り
と
、
準

備
が
と
て
も
大
変
で
、
当
日
も
目
が
回

る
程
の
忙
し
さ
で
し
た
。
今
で
は
懐
か

し
く
思
え
る
行
事
の一つ
で
す
。

　
現
在
は
、
社
協
婦
人
部
行
事
の
中

で
多
く
を
占
め
て
い
る
老
人
会
食
会
で

す
が
、
料
理
を
作
る
の
に
十
分
な
設
備

や
利
用
者
を
収
容
で
き
る
場
所
の
減
少

や
、
活
動
の
担
い
手
の
老
齢
化
な
ど
、

問
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
色
々
の
問
題
が
有
る
中
で
す
が
、
利

用
者
の
方
々
に
は
楽
し
く
会
食
会
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
皆
さ
ん
の
知

恵
を
出
し
合
っ
て
、
一気
に
解
決
し
よ
う

と
は
せ
ず
に
、
会
食
会
の
問
題
に
限
ら

ず
少
し
ず
つ
活
動
の
輪
を
広
げ
て
行
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

八
月
三
十
一
日
に

第
一
回
役
員
会

を
開
催
し
第
二
社
協
の

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
ま
し
た
。

賛
助
会
費
が
減
っ
て
き

た
事
も
あ
り
、
も
っ
と

社
協
を
知
っ
て
頂
く
必

要
が
あ
る
と
の
意
見
で

一
致
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｒ
の
一
つ
と
し
て
機
関
紙
の

「
き
ず
な
」
の
体
裁
を
刷
新
す
る
と
共
に
、
記
事

の
中
に
分
か
り
易
く
第
二
社
協
の
活
動
状
況
を

入
れ
る
事
に
し
ま
し
た
。
私
達
は
社
協
の
活
動

を
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
一
般
の
方
々

は
社
協
の
活
動
を
知
ら
な
い
人
が
殆
ど
で
す
。

そ
れ
が
賛
助
会
費
減
に
表
れ
て
い
る
訳
で
す
。

機
関
紙
で
、
も
っ
と
分
か
り
易
く
説
明
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
ウ
ェ
ー
ブ
」
で
の
記

事
も
そ
の
一
環
で
す
。
山
田
新
会
長
以
下
役
員

全
員
が
一
つ
に
な
っ
て
動
き
出
し
ま
し
た
。

　
先
日
六
月
二
十
八
日
に
「
第
六
十
六
回
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
を
川
崎
小
学
校
で
開
催

し
ま
し
た
。
約

三
百
名
の
方
が
参

加
し
て
体
育
館
が

一
杯
に
な
り
ま
し

た
。
第
二
部
で
は

神
奈
川
県
警
音
楽

隊
の
演
奏
や
女
性

警
察
官
の
演
技
を

楽
し
み
ま
し
た
。

写
真
を
載
せ
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
下

さ
い
。

　
役
員
会
で
「
地
域
福
祉
懇
談
会
」
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
更
に
検
討
を
加
え
な
が
ら
実

現
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
第
二
社
協
は
皆
様
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
に
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
八
年
の
第
二
社
協
の
事
業
内
容
で
す
。
　

一
月
　
広
報
部
　
広
報
紙
「
き
ず
な
六
二
号
」
発
行

二
月
　
福
祉
部
　「
箱
根
恵
明
学
園
」
を
研
修
訪
門

三
月
　
老
人
部
　
春
の
バ
ス
旅
行
（
静
岡
県
）

三
月
　
婦
人
部
　
古
い
ネ
ク
タ
イ
で
ネ
ッ
ク
レ

ス
を
作
り
高
齢
者
の
集
い
に
贈
呈

五
月
　
定
期
総
会

六
月
　
第
六
六
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
開
催

七
月
　
広
報
部
　
広
報
紙
「
き
ず
な
六
三
号
」
発
行

十
月
　
婦
人
部
　
赤
い
羽
根
街
頭
募
金
活
動

十
月
　
婦
人
部
　
研
修
会「
歌
っ
て
脳
を
活
性
化
」　

十
月
　
福
祉
部
　
認
知
症
勉
強
会
開
催
　
　
　
　
　

十
月
　
老
人
部

清
掃
活
動
　
歩
け
歩
け
運
動

十
一
月
　
第
二
社
協
「
研
修
会
」
開
催

十
二
月
　
福
祉
部
　
認
知
症
の
方
々
と
の
対
面

(5)



大
師
第
二
地
区
社
協
と
川
崎
区
社
協

が
共
催
で
、
平
成
二
十
八
年
十
月

二
十
六
日
（
水
）
池
上
新
町
町
内
会
館
に

て『
地
域
福
祉
懇
談
会
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　
児
童
、
障
が
い
、
高
齢
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
等
、
地
域
で
活
動
し
て
い
る
様
々
な

団
体
が
参
加
し
、
同
じ
地
域
で
ど
の
様
な
団

体
が
あ
る
か
を
知
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て

の
悩
み
や
問
題
点
、何
が
必
要
な
の
か
な
ど
、

課
題
を
共
有
す
る
為
の
場
の
趣
旨
の
も
と
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
師
第
二
地
区
社
協
の
エ
リ
ア
で
活
動
し

て
い
る
団
体
。
母
親
ク
ラ
ブ
（
子
ど
も
連
れ

で
参
加
）・作
業
所
（
車
椅
子
で
参
加
）・配
食・

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
各
支
援
施
設
・
老
人
ホ
ー

ム
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
、
八
団
体

と
大
師
第
二
地
区
社
協
の
役
員
二
十
五
人
の

参
加
と
成
り
ま
し
た
。

　
お
互
い
に
、
普
段
活
動
し
て
い
る
様
子
や

施
設
の
現
状
を
話
題
に
情
報
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
目
標
が
同
じ
方
向
性
を
持
ち
地
域
で

活
動
し
て
い
る
皆
さ
ん
、
初
対
面
と
は
思
え

な
い
雰
囲
気
で
和
気
藹
藹
と
す
す
め
ら
れ
た

感
じ
で
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
は
、
仲
間
が
高
齢

化
し
て
き
て
い
る
悩
み
や
運
営
資
金
の
大
変

さ
の
言
葉
も
有
り
ま
し
た
。

　「
つ
な
が
り
を
大
切
に
…
」
子
ど
も
達
も

仲
間
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
各
施
設
と

の
交
流
を
深
め
る
必
要
性
を
改
め
て
感
じ
、

趣
旨
に
少
し
は
近
づ
け
た
の
で
は
と
思
い
ま

し
た
。
今
後
も
こ
の
様
な
場
を
継
続
し
、
そ

れ
ぞ
れ
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
共
有
し
な

が
ら
世
代
を
問
わ
ず
福
祉
活
動
を
進
め
ら
れ

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

川
中
島
の
神
明
神

社
の
起
源
は
古

く
、
南
北
朝
時
代
（
約

六
八
〇
年
前
）
に
山
伏

が
金
幣
を
祀
り
、
里
人

の
鎮
守
の
神
と
し
て
建
立
さ
れ
た
の
が
始

ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
お
祭
り
は
普
段
静
か
な
町
内
を
囃
子
の

屋
台
を
先
頭
に
、
大
人
神
輿
・
子
供
神
輿

が
練
り
歩
き
、
大
変
な
賑
わ
い
に
な
り
ま

す
。
近
年
で
は

単
な
る
催
事
で

は
な
く
、
盆
踊

り
を
併
催
し
て

地
域
住
民
の
親

交
を
深
め
る
場

と
し
て
、
自
由

な
雰
囲
気
で
の

親
睦
・
文
化
行

事
と
し
て
の
運

営
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
八
年
は
裏
年
に
当
た
り
、
盆

踊
り
の
み
の
開
催
で
し
た
が
、
準
備
か
ら

催
事
ま
で
住
民
の
皆
さ
ん
の
お
骨
折
り
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
青
少
年
部
・
子
供
会

の
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
ヤ
ン
グ
パ
ワ
ー

と
、
経
験
豊
か
な
老
人
ク
ラ
ブ
が
協
力
し

て
、
特
に
青
少
年
部
の
模
擬

店
に
は
、
た
く
さ
ん
の
子
供

達
が
集
ま
り
、
そ
の
子
供
達

が
順
番
に
や
ぐ
ら
の
上
で
踊

り
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
姿
は
微

笑
ま
し
い
情
景
で
し
た
。
ま

た
川
中
島
恒
例
の
ス
イ
カ
の

振
る
舞
い
は
、
会
場
全
員
に

配
ら
れ
好
評
を
得
て
お
り
ま

す
。

　
盆
踊
り
だ
け
の
年
で
も
、

滅
多
に
外
出
し
な
い
老
人
と
昔
話
に
花
を

咲
か
せ
た
り
、
悪
童
達
を
叱
り
飛
ば
し
た

り
、
小
さ
な
触
れ
合
い
の
情
景
を
多
く
目

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
祭

事
や
境
内
で
行
わ
れ
る
盆
踊
り
に
も
、
徐
々

に
理
解
を
得
て
積
極
的
に
参
加
す
る
住
民

が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
町
会
は
『
顔
の
見
え
る
組
織
』
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
訴
え
続
け
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
成
果
も
少
し
ず
つ
見
え
て
き
ま

し
た
。

　
各
町
内
会
活
動
と
地
区
社
協
の
連
携
に

は
、
今
一
つ
物
足
り
な
さ
を
感
じ
ま
す
が
、

今
後
の
大
き
な
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大師第二地区社協

理事　髙橋　順子

『地域福祉懇談会』
を開催

大師第一地区社協

会長　青山　正明

夏祭り町内会活動
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大師第三地区社協

監事　熊谷　俊和

田町2・3丁目町内会
我が町の“福祉”

について

大
師
第
四
地
区
社
協
で
は
、広
報
誌
『
し

あ
わ
せ
』
を
年
一
回
発
行
し
て
い
ま

す
。
読
み
や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
広
報

誌
を
目
指
し
受
け
継
が
れ
、
二
十
三
年
に

な
り
ま
す
。

　
本
年
度
の
テ
ー
マ
「
い
つ
ま
で
も
健
康

で
過
ご
す
た
め
に
」
の
取
材
の
た
め
高
齢

者
同
士
が
支
え
あ
い
、
生
涯
自
立
し
て
健

や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
発
足
し
た
『
大

師
百
寿
ク
ラ
ブ
』
の
活
動
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
会
員
は
最
高
齢
九
十
七
歳
、

九
十
歳
代
四
名
、
八
十
歳
代
後
半
の
方
た

ち
が
多
数
参
加
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
も
高
齢
で
す
。
活
動
内
容
は
、

回
想
療
法
の
一
つ
で
あ
る
ミ
ッ
ケ
ル
ア
ー

ト
と
い
う
ク
イ
ズ
性
を
も
た
せ
た
昔
懐
か

し
い
絵
画
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
し
た
り
、
認
知

症
予
防
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
音
楽
療
法

も
行
い
、
音
楽
療
法
士
の
弾
く
ピ
ア
ノ
に

合
わ
せ
て
、
昔
の
流
行
歌
、
童
謡
な
ど
を

歌
い
、
元
気
だ
っ
た
頃
の
自
分
を
思
い
出

す
事
で
、
自
信
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
生
涯
自
立
し
て
生
活
し
て
い
け

る
事
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

活
動
に
参
加
す
る
事
は
、
健
康
寿
命
を
延

ば
し
、
孤
立
防
止
に
も
な
り
、
さ
ら
に
介

護
予
防
に
も
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
地
域
活
動
を
す
る
中
で
、
様
々
な
活
動
に

な
か
な
か
参
加
で
き
ず
に
い
る
方
の
声
を

最
近
よ
く
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
師

第
四
地
区
社
協
で
は
、
各
種
の
講
座
や
行

事
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
楽
し
く
元
気
に
暮
ら
せ
、

ま
た
地
域
の
絆
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
関

係
機
関
と
協
力
し
て
、
少
し
で
も
皆
さ
ま

に
参
加
し
て
頂
け
る
よ
う
、
さ
ら
に
情
報

を
共
有
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

大師第四地区社協

広報委員長　岡田　公

高齢者活動について

福
祉
と
い
う
言
葉
を

辞
書
で
引
く
と
、

①
国
民
全
体
の
幸
福

②
恵
ま
れ
な
い
人
の
生
活

保
証
、
と
あ
り
ま
し
た
。

②
に
つ
い
て
は
関
係
さ
れ
て
い
る
方
々
が

日
頃
活
動
し
て
い
る
の
で
、
今
回
は
①
に

相
当
す
る
我
が
町
の
福
祉
と
い
う
こ
と
で

二
例
程
御
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
年
に
三
回
～
四
回
開
催
さ

れ
る
老
人
会
（
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
）
の
集

会
の
こ
と
で
す
。

　
参
加
者
は
毎
回
三
十
～
四
十
名
程
で
平

均
年
齢
は
八
十
才
前
後
で
し
ょ
う
か
。
皆

様
本
当
に
楽
し
そ
う
に
そ
し
て
賑
や
か
に

話
を
弾
ま
せ
、
私
も
思
わ
ず
話
の
輪
に

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
福
祉
と
い
う
と
ど
う
し
て
も
与
え
る
も

の
、
受
け
る
も
の
、
と
い
う
感
じ
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
様
に
自
分
達
で
楽
し
み
を

作
る
と
い
う
も
の
の
意
味
か
ら
い
っ
て
も

あ
る
種
の
福
祉
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
二
つ
目
は
神
輿
の
話
で
す
。
当
町
内
会

で
は
二
年
に
一
度
の
稲
荷
神
社
の
例
大
祭

を
十
月
二
日
に
上
田
町
町

内
会
と
合
同
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
近
隣
町
会
等
十
七
団
体

百
四
十
名
程
の
担
ぎ
手
の

応
援
を
得
て
町
内
巡
行
渡

御
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

巡
行
先
に
介
護
老
人
保
健

施
設
の
葵
の
園
が
あ
り
ま

す
。
事
前
に
連
絡
は
し
て

い
た
の
で
す
が
、
巡
行
時

に
は
そ
の
施
設
の
玄
関
に

た
く
さ
ん
の
車
椅
子
の
入

所
者
の
方
々
と
関
係
者
の

方
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
一
時
半
頃
で
し
ょ
う
か
、
百
人
近

い
担
ぎ
手
に
よ
っ
て
神
輿
が
玄
関
前
に
到

着
し
、
そ
こ
で
い
わ
ゆ
る
神
輿
の
も
む
、

さ
す
と
い
う
大
き
な
動
き
を
目
の
当
り
に

し
た
人
た
ち
は
一
様
に
感
激
の
面
持
ち

で
、
中
に
は
涙
す
る
車
椅
子
の
入
所
者
も

何
人
か
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
私
は
先
程
の
老
人
会
も
そ
う
で
す
が
こ

の
神
輿
の
件
に
つ
い
て
も
、
福
祉
の
原
点

と
い
う
の
は
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
も
あ
る

の
か
な
あ
と
思
い
、
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

音楽療法で元気を回復

(7)



大
師
第
二
地
区
社
協
と
川
崎
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協
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懇
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催
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共
有
す
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も
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大
師
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二
地
区
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師
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地
区
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。
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。
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藹
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。
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仲
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。
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。
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。
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台
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催
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踊
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催
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。
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踊
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催
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催
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を
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験
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踊
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組
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け
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ら
な
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と
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え
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け
て
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ま
す

が
、
そ
の
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も
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ず
つ
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え
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き
ま

し
た
。

　
各
町
内
会
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動
と
地
区
社
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の
連
携
に

は
、
今
一
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物
足
り
な
さ
を
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じ
ま
す
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な
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行
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た
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す
。
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福
祉
と
い
う
こ
と
で

二
例
程
御
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
年
に
三
回
～
四
回
開
催
さ

れ
る
老
人
会
（
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
）
の
集

会
の
こ
と
で
す
。

　
参
加
者
は
毎
回
三
十
～
四
十
名
程
で
平

均
年
齢
は
八
十
才
前
後
で
し
ょ
う
か
。
皆

様
本
当
に
楽
し
そ
う
に
そ
し
て
賑
や
か
に

話
を
弾
ま
せ
、
私
も
思
わ
ず
話
の
輪
に

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
福
祉
と
い
う
と
ど
う
し
て
も
与
え
る
も

の
、
受
け
る
も
の
、
と
い
う
感
じ
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
様
に
自
分
達
で
楽
し
み
を

作
る
と
い
う
も
の
の
意
味
か
ら
い
っ
て
も

あ
る
種
の
福
祉
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
二
つ
目
は
神
輿
の
話
で
す
。
当
町
内
会

で
は
二
年
に
一
度
の
稲
荷
神
社
の
例
大
祭

を
十
月
二
日
に
上
田
町
町

内
会
と
合
同
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
近
隣
町
会
等
十
七
団
体

百
四
十
名
程
の
担
ぎ
手
の

応
援
を
得
て
町
内
巡
行
渡

御
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

巡
行
先
に
介
護
老
人
保
健

施
設
の
葵
の
園
が
あ
り
ま

す
。
事
前
に
連
絡
は
し
て

い
た
の
で
す
が
、
巡
行
時

に
は
そ
の
施
設
の
玄
関
に

た
く
さ
ん
の
車
椅
子
の
入

所
者
の
方
々
と
関
係
者
の

方
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
一
時
半
頃
で
し
ょ
う
か
、
百
人
近

い
担
ぎ
手
に
よ
っ
て
神
輿
が
玄
関
前
に
到

着
し
、
そ
こ
で
い
わ
ゆ
る
神
輿
の
も
む
、

さ
す
と
い
う
大
き
な
動
き
を
目
の
当
り
に

し
た
人
た
ち
は
一
様
に
感
激
の
面
持
ち

で
、
中
に
は
涙
す
る
車
椅
子
の
入
所
者
も

何
人
か
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
私
は
先
程
の
老
人
会
も
そ
う
で
す
が
こ

の
神
輿
の
件
に
つ
い
て
も
、
福
祉
の
原
点

と
い
う
の
は
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
も
あ
る

の
か
な
あ
と
思
い
、
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

音楽療法で元気を回復
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この広報紙は共同募金の配分金などを財源として発行しています

【教養講座】

ほほえみ
コーナー

寄付者名（受付順）
平成 28 年 8 月 1 日〜 11 月 30 日

●川崎市立労働会館　様
●小田若手連　様

川崎区にお住いの方々を対象に、
車いす、ベッド、
ポータブルトイレ等の
福祉用具を、譲りたい方と
譲って欲しい方との間で、
ご紹介しています。
現在譲りたい方から、ベッド、
ポータブルトイレ、車いすの
登録があります。

福祉用具
再利用 譲ります・譲ってください

お譲りいただける方は、
川崎区社会福祉協議会
までご連絡ください。
電話：044-246-5500
FAX：044-211-8741
メールアドレス：
info@kawasakikushakyo.or.jp

寄付者名（受付順）
平成 28 年 8 月 1 日〜 11 月 30 日
●□□□□ 様
● HULA を楽しむ会 代表 西原 雅代 様
● 東急リゾートサービス・石勝エクステリ

ア共同事業体
　川崎国際生田緑地ゴルフ場 様
●パークホームズ川崎大師表参道管理組合 様
●大島五丁目町内会 様
●公益社団スコーレ家庭教育振興協会 様
●川崎市スポーツ推進委員
　プルタブの会 代表 尾嶋 和幸 様

川崎区内の老人いこいの家（通称いこいの家）では、平成29年４月から開催する教養講座の受講生を募集します。
・教養講座	 内容と日程　下記参照
・募集期間	 2 月 1日～ 2月 28日
・募集方法	 各いこいの家にて受付をします
	 所定申込書を記入してください
	 ※官製はがきを 1枚ご持参ください
・受講者決定	 3 月初旬
	 （定員を超えた場合は抽選となります）
・結果発表	 3 月中旬にハガキでお知らせします

【単発・短期・その他の講座】（各いこいの家にお問い合わせください）
折り紙⇒大師・藤崎・桜本・京町・渡田　　　小物・編み物・手作り⇒小田・京町・大島・殿町
ラベンダーの香りスティック作り⇒大島　　絵手紙⇒渡田　　ぬり絵⇒京町　　足裏マッサージ⇒殿町

平成 29 年度 川崎区内老人いこいの家 教養講座についてのご案内

◎初めての参加者・受講者を優先します。
◎�教養講座の受講料は無料ですが、講座によっては材料費がか
かることがあります。

　実費負担についてはご確認ください。
◎�「定期的に開催する講座」以外に「単発・短期・その他の講座」
もあります。

◎�詳細は参加希望する各いこいの家にお問い合わせください。

いこいの家
電　話
所在地

講座名
定　員
曜日・時間

講座名
定　員
曜日・時間

講座名
定　員
曜日・時間

講座名
定　員
曜日・時間

講座名
定　員
曜日・時間

入浴事業
11：00～15：00

大　師
☎277-7979
大師公園1-4

脳トレ体操
25人
第4月13：30

ストレッチ体操
25人
第1・3火10：00

パソコン教室
10人
第1・3水10：00

歌って回想健康法
25人
第4木10：00

男性
金曜日

女性
水曜日

小　田
☎344-3387
小田2-16-9

みんなが元気に
なる体操　25人
第1月10：00

やさしいヨガ
10人
第1・3月13：30

歌って回想健康法
25人
第4月13：30

男性
月曜日

女性
金曜日

藤　崎
☎222-7773
藤崎4-17-6

大人のぬりえ
10人
第2・4水10：00

歌って回想健康法
30人
第2木10：00

脳トレ体操
25人
第4金10：00

男性
木曜日

女性
火曜日

田　島
☎366-2811
田島町20-23

書道
12人
第1・3月10：00

みんなが元気に
なる体操　25人
第2月10：00

歌って回想健康法
25人
第1木 9：30

手作り趣味教室
10人
第4土10：00

男性
木曜日

女性
火曜日

大　島
☎233-8867
大島1-9-6

みんなが元気に
なる体操　25人
第2月13：30

囲　碁
15人
第1・3水10：00

折り紙
15人
第2木10：00

歌って回想健康法
25人
第2木13：30

― ―

桜　本
☎277-5125
桜本2-5-2

歌って回想健康法
25人
第2月10：00

みんなが元気に
なる体操　25人
第3月13：30

大人のぬりえ
20人
第2・4水13：00

ストレッチ体操
25人
第1・3木13：30

ひまわり体操
15人
第2木13：30

男性
金曜日

女性
水曜日

京　町
☎344-0184
京町3-12-2

習　字
10人
第1・3月10：00

ちぎり絵
10人
第1・3月13：00

みんなが元気に
なる体操　20人
第3月10：00

歌って回想健康法
25人
第4月10：00

男性
水曜日

女性
金曜日

渡　田
☎366-4075
渡田4-12-20

みんなが元気に
なる体操　25人
第1月13：30

歌って回想健康法
25人
第2月13：30

男性
火曜日

女性
木曜日

殿　町
☎287-9108
殿町1-20-15

脳トレ体操
25人
第2火13：30

歌って回想健康法
30人
第4木13：30

パソコン教室初級
10人
第2・4金10：00

男性
12：00～
月･水曜日

女性
11：00～
月･水曜日

［平成29年 1月］ ウェーブ　第98号 (8)


